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国民年金は、老後や、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いている世
代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務づけられています。２０歳になった方には、日本年
金機構から国民年金加入のお知らせが送付されますのでご確認ください。

■問合せ　国保年金課☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６

２０歳　　　　　“国民年金”２０歳　　　　　“国民年金”２０歳　　　　　“国民年金”になったらになったら

国民年金の相談・手続きについて詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、
役場国保年金課または年金事務所までお問い合わせください。
国民年金の相談・手続きについて詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、
役場国保年金課または年金事務所までお問い合わせください。

◎土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０◎土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０
◎日本年金機構ホームページＵＲＬ https://www.nenkin.go.jp/◎日本年金機構ホームページＵＲＬ https://www.nenkin.go.jp/

◀日本年金機構HP
　ＱＲコード
◀日本年金機構HP
　ＱＲコード

老後を支える終身保障！ 万が一の障害や遺族も保障

保険料が控除！ 基礎年金の半分は国（税金）が負担！

「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保障です。 老後だけではなく現役世代の
保障も充実しています。

納めた保険料の全額が所得から控除されます。 基礎年金の半分は国（税金）
から支払われています。

収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納められない場合があります。
しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」を受
け取ることができない場合があります。
そのような状態を防ぐため、保険料を「免除」または「猶予」する制度があります。

免除・納付猶予制度免除・納付猶予制度

国民年金のメリット

「学生納付特例制度」「学生納付特例制度」
前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

大学、大学院、短大、高等学校、専修学校、各種学校に在籍する学生等で、ご本人の前年所得が基準以
下の方
※学校教育法で規定されている就業年限が１年以上の課程に在学している方

▶対象になる方

・老齢基礎年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に算入されます。
・病気やケガで障がいが残ったときに、障害基礎年金を受け取ることができます。

学生納付特例制度のメリット学生納付特例制度のメリット

《会　　場》地域交流館みほふれ愛プラザ２階研修室（美浦村宮地１２１１－２）
《受付方法》２階研修室前の受付名簿の希望の時間帯に名前を記入してください。
※電話等での事前予約は行いません。
・相談にかかる時間には個人差があります。申告会場を離れる場合は相談時間を目安にお戻りください。
・受付人数が定員に達した場合は、受付時間終了前に受付を終了します。

※土・日・祝日を除く。ただし、
　２月２５日（日）午前の部は開設します。

～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～～所得税の確定申告と村・県民税の申告相談～

で実施します今年度も

２月１６日（金）～３月１５日（金）
午 前 の 部

受付時間

相談時間
／定員

午 後 の 部
受付時間

相談時間
／定員

・例①　７５万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）　５５万円※＝　２０万円（給与所得）
・例②４００万円（給与収入）－必要経費（給与所得控除）１２４万円※＝２７６万円（給与所得）
※給与収入の方の必要経費である「給与所得控除」は収入額によって異なります。詳しくは国税庁ホーム
　ページ（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1410.htm）をご覧ください。

◎『所得』とは？ ⇒収入金額から「必要経費」を差し引いた金額

申告をする必要のある方


